


議
ぎ

 会
か い

報
ほ う

告
こ く

会
か い

　掛川市議会がどんな活動をしている
のか、今、市ではどんな重要課題があ
るのか。その課題に対してどんな議論
をしているのか。こうした内容を市民
のみなさんに知っていただくとともに、
みなさんの思いや意見を伺い、議会活
動に活かすため議会報告会を開催して
います。議員が３つの班にわかれ、市内の中学校区９会場をまわります。

～市民に開かれた議会～

議
会
報
告
会
日
程

みなさんの
ご参加、率直な
ご意見をお待ち
しております！

テーマテーマテーマ

報　告報　告報　告

常任委員会の取り組みについて
●総 務 委 員 会  掛川市の都市づくりと地区自治組織の在り方について
●環境産業委員会　掛川市の森の在り方や活用方法を考えた再生可能エネルギー 
●文教厚生委員会　待機児童について

日本一防災意識の高いまち掛川を目指すための提言について

開
催
時
間
は
全
会
場
、

午
後
７
時
か
ら
で
す
。

市民に議会活動について説明をする議員

熱心に討議に参加する市民

開　催　日 地　　域 会　　場
11 月 ２ 日 原野谷中学校区 原田地域生涯学習センター
11 月 12 日 栄川中学校区 東山口小学校体育館
11 月 13 日 桜が丘中学校区 和田岡地域生涯学習センター
11 月 14 日 東中学校区 南郷地域生涯学習センター
11 月 16 日 城東中学校区 大東北公民館
11 月 20 日 西中学校区 市役所４階会議室１
11 月 21 日 大浜中学校区 大東支所３階市民交流センター
11 月 27 日 北中学校区 初馬会館
11 月 29 日 大須賀中学校区 大須賀支所２階市民交流センター
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8月9日　本会議8月9日　本会議8月9日　本会議

５月  議員選出５月  議員選出５月  議員選出５月  議員選出５月  議員選出５月  議員選出

生
徒
の
手
に
よ
る
地
域
貢
献
を

　

今
後
さ
ら
に
中
高
生
が
地
域
に
貢
献

で
き
る
掛
川
市
に
し
て
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
が
考
え
る
施
策
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

技
術
の
授
業
等
で
製
作
し
た
作

品
を
地
域
の
公
共
施
設
に
設
置

し
、
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
う
取
り
組

み
を
推
進
し
た
ら
ど
う
か
。

市
役
所
に
提
案
い
た
だ
け
れ
ば
、

施
設
管
理
の
部
署
が
み
な
さ
ん

と
相
談
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
用
ロ
ボ
ッ
ト

P
epper

等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
掛

川
市
の
観
光
を
案
内
し
た
り
、
ア
ピ
ー

ル
し
た
り
し
て
い
く
の
は
ど
う
か
。

観
光
施
設
に
お
け
る
案
内
や
お

も
て
な
し
な
ど
でPepper

を

利
用
す
る
際
に
、
ど
ん
な
活
用
が
で
き

る
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

　８月９日、かけがわ中学生議会が開
かれ、市内９中学校の代表生徒18人
が議員役を務めました。選挙権年齢が
満18歳からになったことから、中学
生の時から政治への関心を持ち、主体
的に政治に参加しようとする意欲を
持ってもらうことを目的に、平成28
年から始まり今回で３回目の開催。生
徒たちは、各分野から一般質問を行
い、市長・教育長が答弁しました。

かけがわ中学生議会開催

議会当日までの経過
・各学校から男女１人ずつ選出

・任命証書の付与  ・中学生議会議長、副議長の選出  ・一般質問通告要旨の作成
・正副議長室や委員会室等の見学  ・議会の仕組みの研修

6月18日6月18日6月18日6月18日6月18日6月18日
学習会学習会学習会学習会学習会学習会

7月23日7月23日7月23日7月23日7月23日7月23日
リハーサルリハーサルリハーサルリハーサルリハーサルリハーサル

中中中 議議議 質質質学学学 一一一員員員 問問問生生生 般般般
【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

議会の仕組みを学ぶ市議会議長から任命書を付与 議員からアドバイスをもらう

議長の進行確認 登壇時の動きを確認入場時の動きを確認

中学生議員のみなさん

北中学校

藤
ふじ

田
た

 巴
は

南
な

 議員（右）

山
やまざき

崎 日
ひ ろ

路 議員（左）
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中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

小
中
学
生
や
高
校
生
が
利
用
で

き
る
店
舗
を
積
極
的
に
誘
致
す

る
こ
と
も
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え

を
伺
う
。中

心
市
街
地
に
は
、
小
中
学
生

や
高
校
生
が
利
用
で
き
る
場
所

や
店
舗
が
少
な
い
現
状
な
の
で
、
郷
土

へ
の
愛
着
や
賑
わ
い
を
創
り
出
せ
る
よ

う
な
店
舗
を
呼
び
込
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
連
雀
ニ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階

の
街
な
か
再
生
サ
ロ
ン
や
会
議
室
を
中

学
生
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
仕
組
み
を

整
え
ま
す
。
中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、

街
な
か
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
店
舗
の

研
究
や
誘
致
へ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
案

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
バ
ス
路
線
の
改
善
を

現
在
の
バ
ス
の
利
用
状
況
を
調

査
・
研
究
し
、
バ
ス
の
時
刻
表

を
改
め
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
、
公
共
交

通
機
関
が
な
い
地
域
で
は
、
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
な
ど
を
運
行
し
て
、
高
齢
者

に
免
許
証
の
自
主
返
納
を
勧
め
れ
ば
良

い
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

毎
年
、
市
と
バ
ス
会
社
で
各
路

線
の
利
用
状
況
を
調
査
し
、
時

刻
表
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

特
に
利
用
者
が
多
い
、
ま
た
は
少
な
い

時
間
帯
や
区
間
は
、
さ
ら
に
研
究
し
、

効
率
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
移
動
手
段
を

地
域
住
民
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
き
、
高
齢
者
の
免
許
証
の
自
主
返
納

の
推
進
も
含
め
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
民
謡
や
民
話
の
伝
承
を

地
域
に
伝
わ
る
民
謡
・
唱
歌
や

民
話
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て

い
く
の
か
、
計
画
や
見
通
し
が
あ
る
の

か
。

掛
川
市
文
化
振
興
計
画
で
は
、
地

域
の
特
色
あ
る
文
化
を
継
承
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
周
知
し
て
多
く
の

世
代
に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組

む
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

掛
川
市
文
化
協
会
の
出
前
講
座
で

は
、
地
域
に
伝
わ
る
民
話
・
伝
承
な
ど

の
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
図
書

館
に
は
民
謡
や
民
話
な
ど
を
紹
介
す
る

本
や
資
料
が
あ
る
の
で
、
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
う
し
た
郷
土
の
資
料
を

デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し
活
用
し
て
い
く

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
実
現
に

向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
と
の
触
れ
合
い
を

高
齢
者
と
地
域
と
の
交
流
を
増

や
す
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

高
齢
者
が
集
う
場
所
と
し
て
、

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
や
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」、「
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」
等
の
各
種
行
事
が
あ
り
ま
す
。
高

齢
者
は
学
校
行
事
等
で
生
徒
の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
を
望
ん
で
い
ま
す
。
学
校

の
合
唱
祭
や
体
育
祭
で
交
流
で
き
る
と

嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
各
地
域
に
は
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
あ
る
の
で
、
地
域

の
高
齢
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
提
案

し
て
い
た
だ
く
の
も
一
つ
の
方
法
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
掛
川
市
の
防
災
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
高
齢
者
の
運
転
に
つ
い
て

•
若
者
と
地
域
と
の
交
流
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て

•
市
の
活
性
化
に
つ
い
て

東中学校

西中学校

栄川中学校

大浜中学校

戸
と

塚
つか

 郁
あや

果
か

 議員（右）

黒
くろ

田
だ

 恭
ゆきなり

也 議員（左）

小
お

﨑
ざき

 凪
な

紗
ぎさ

 議員（右）

後
ご

藤
とう

 将
しょう

太
た

 議員（左）

杉
すぎやま

山 智
とも

香
か

 議員（右）

谷
たにかわ

川　 蓮
れん

 議員（左）

雑
さい

賀
が

 厚
あつ

頼
より

 議員（右）

古
ふる

家
や

 朱
しゅ

那
な

 議員（左）
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掛
川
市
の
交
通
は

自
主
運
行
バ
ス
が
運
行
し
て
い

る
が
、
な
ぜ
掛
川
駅
周
辺
だ
け

で
、
旧
大
東
町
の
方
は
あ
ま
り
バ
ス
が

走
ら
な
い
の
か
。
困
っ
て
い
る
高
齢
者

や
利
用
し
た
い
市
民
の
方
は
た
く
さ
ん

い
る
と
考
え
る
。
も
っ
と
便
利
な
街
づ

く
り
を
求
め
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

バ
ス
路
線
を
維
持
し
な
が
ら
、
さ

ら
に
路
線
を
増
や
す
に
は
、
運

賃
収
入
を
増
や
し
、
運
行
経
費
が
少
な

く
な
る
よ
う
効
率
性
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
鉄
道
や
路
線
バ
ス
、自
主
運
行
バ
ス
、

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
等
の
連
携

を
よ
り
一
層
高
め
、
地
域
、
交
通
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
で
、
掛
川
市
の
公
共
交
通
の
維
持
・

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
避
難

は

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
き
た

場
合
、
避
難
所
に
お
い
て
、
乳

幼
児
や
小
学
生
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
へ

の
配
慮
が
必
要
と
な
る
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

42
か
所
の
広
域
避
難
所
に
お
い

て
自
主
防
災
会
と
掛
川
市
が
協

働
で
作
成
し
た
「
広
域
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
は
、乳
幼
児
や
障
が
い
者
、

高
齢
者
な
ど
の「
要
配
慮
者
専
用
ス
ペ
ー

ス
」
の
設
置
な
ど
に
配
慮
す
る
こ
と
を

明
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
域
避
難

所
で
の
生
活
が
困
難
な
要
配
慮
者
の
た

め
、「
福
祉
避
難
所
」
を
市
内
に
44
か
所

準
備
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
の
取
り

組
み
を「

い
じ
め
に
対
す
る
行
動
宣
言
」

を
更
に
よ
い
も
の
に
す
る
た
め

に
改
善
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
改
善
し
た
ら
よ
い
か
ア
ド
バ
イ

ス
を
伺
う
。

す
ば
ら
し
い
宣
言
で
す
の
で
、

改
善
の
必
要
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
あ
え
て
あ
げ
る
な
ら
ば
「
寛

容
」
や
「
受
容
」
と
い
っ
た
相
手
の
存

在
を
認
め
、
尊
重
す
る
要
素
が
入
っ
て

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
校
の
み

ん
な
で
改
善
点
に
つ
い
て
話
合
い
、
原

野
谷
中
学
校
な
ら
で
は
の
よ
り
よ
き
宣

言
を
つ
く
り
あ
げ
、
実
行
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

掛
川
市
の
発
展
を

市
の
発
展
の
た
め
に
人
口
や
若

者
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
大
学
を
建
て
た
り
、
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
建
て
た

り
、
こ
だ
ま
以
外
の
新
幹
線
が
止
ま
っ

た
り
、
人
を
呼
べ
る
工
夫
は
で
き
な
い

か
。

こ
れ
ら
の
方
法
は
、
若
者
や
人

口
を
増
や
す
た
め
に
よ
い
方
法

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
掛
川
市
だ
け
で

は
実
現
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
実
現
に
向

け
て
の
検
討
や
話
合
い
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
若
者
や
子
育
て
世
代
を

主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
積
極
的
な
情

報
発
信
を
行
い
、
全
国
の
方
に
掛
川
市

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
、
今
、

最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
勉
強
に
集
中
で
き
る
環
境
づ
く
り

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い
て

•
中
学
校
部
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施

策
に
つ
い
て

桜が丘中学校

城東中学校

大須賀中学校

原野谷中学校

前
まえほり

堀 彩
あや

花
か

 議員（右）

前
まえじま

嶋 颯
そう

太
た

 議員（左）

伊
い

藤
とう

 理
り の

乃 議員（右）

井
いのうえ

上 瑠
る く

久 議員（左）

小
こばやし

林 祐
ゆう

太
た

 議員（右）

片
かたぎり

桐 菜
な な

花 議員（左）

土
つち

屋
や

百
ゆ り こ

合子 議員（右）

後
ご

藤
とう

 優
ゆう

貴
き

 議員（左）
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　平成 29 年度決算認定議案は、一般会計と特別会計・企業会計の２つ
の特別委員会を設置し、審査を行いました。
　一般会計決算特別委員会は、９月25日と26日の２日間、特別会計・企
業会計決算特別委員会は９月25日に開催され、審査の結果いずれも原案
のとおり認定すべきものと決定しました。また、10月４日の本会議におい
て、両特別委員会の審査経過及び審査結果が委員長より報告されました。

決算特別委員会委員長報告

委員長　山 本 行 男委員長　窪 野 愛 子
〈国民健康保険特別会計〉
１人当たりの医療費が5.7％伸びているが、費用
額を抑える具体的取組みは。
特定健診受診の呼びかけ、人間ドックの助成を
行い「早期発見・早期治療」をめざし、医療費が
伸びないよう啓発をしていきます。

〈後期高齢者医療保険特別会計〉
年金収入が少ない方の保険料徴収方法は。
基準額に満たない方および介護保険と後期高齢
者医療合計で２分の１を越えた場合には口座徴
収から普通徴収に切り替わります。

〈介護保険特別会計〉
ねたきり老人等介護者慰労金支援事業費の年々
受給者減少は、市の在宅介護推進とは逆に在宅
介護者が減少していることか。
施設整備が進み、介護重度者は施設入所され、
在宅介護が減少していますが、市の基本方針は
在宅介護の推進です。

〈公共用地取得特別会計〉
旧公園服部用地は安価で購入したのか。
土地の鑑定評価に基づき、購入しました。

〈掛川駅周辺施設管理特別会計〉
駐車場の料金設定を見直す考えはあるのか。
まちづくり株式会社への委託事業ですが、駅周
辺の駐車場料金統一の検討をします。

〈簡易水道特別会計〉
大雨等により水道施設に被害が出た時に対応で
きているか。
水源地周辺が崩れた時など、簡易水道会計の中
で修繕し維持管理に努めています。

〈水道事業会計〉
有収率83.91％と前年度比0.63ポイント下がっ
ているが、この数字をどのように捉えているの
か。
漏水が影響していると思われ、平成29年度から
漏水調査を本管から給水管主体に強化し、有収
率向上に努力しています。

職員健康管理費について実証実験の成果は。

実人数は時差勤務130人、テレワークは14人
で一時的な介護の利用、時差勤務は子育てとの
両立や夜間の会議やイベント等の利用で、多様
な働き方に役立つことができました。

普通地方交付税は平成32年に合併算定替えによ
る加算額が終了する。今後の対策は。

約５億２千万円の依存財源がなくなるため、公
共施設マネジメントを含めた行財政改革を推進
する必要があります。

ファイナンシャルプランナー制度の活用は。

相談件数は３件でした。滞納者の危機意識が低
いことや、借金があり恥ずかしくて言えない等
が件数の少ない理由です。今後、滞納前に相談
ができるような体制を検討します。

中学生の広島市平和記念式典派遣事業は、内容
を見直して、今後も継続したらどうか。

事業は全ての学校を一回りしました。3年～5年
で見直すことを前提としているため、全体の予
算を考慮して前向きに検討します。

急患診療所は休日救急医療の患者が多く、10月
に医療費制度が拡充されれば、さらに増える可
能性がある。医師や看護師の負担を配慮する必
要があるのでは。

今年の年末年始の診察は、試験的に２日間を２
診から３診に変更して対応します。医師会と協
議しながら進めていくことを考えています。

動物死骸処理の委託内容については。

磐田市の「磐田どうぶつの郷」に委託していま
す。犬や猫が１頭につき４千円、迷い犬の保護
は、１日につき２千円で、保護期間は５日間で
す。

特別会計・企業会計決算特別委員長報告（抜粋）一般会計決算特別委員長報告（抜粋）
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要望書 を提出

平成30年度一般会計補正予算（第３号）の概要

台風被害の復旧や耐震対策等に対応

　掛川市議会と袋井市議会は７月25日、「中東遠保
険医療圏における医療提供体制の確保について」の
要望書を共同で国・県に提出しました。また、10月10
日に改めて、川勝知事と面会し、意見を交わしまし
た。中東遠における医師不足の解消と将来にわたり
安心できる医療提供体制が確保されること。また、新
専門医制度の適切な制度改正を日本専門機構に働き
かけることで、地方における医師の適正配置が図られ
るよう全県での取り組みをお願いしました。

補正額　　　　　　 1億 7,471万円増　

補正後の予算額　 473億1,380万円
歳 出（主な項目）
■施設補修費
小学校施設管理費     4,360万円→4,575万円（215万円増額）
中学校施設管理費     7,620万円→8,720万円（1,100万円増額）
掛川城周辺施設管理費     450万円→1,250万円（800万円増額）
協働のまちづくり推進費     200万円→213万円（13万円増額）
スポーツ施設管理運営費     1,000万円→1,700万円（700万円増額）
　７月の台風12号により、市内の学校等の公共施設15か所で倒木や屋上防水シートが破損する
といった被害が発生した。修繕するための施設修理費や補修工事費を増額。

■介護施設等建設事業助成費     365万円追加
　避難が困難な要介護者を宿泊させる上内田地区の施設にスプリンクラー及び自動火災通報装置
を設置することに伴う補助金を追加。

■放課後児童健全育成事業費     324万円追加
　第二小学童保育所（旧つくし保育園）について、耐震補強工事に向けた実施設計を行う必要が
生じたことにより委託料を追加。

■日本一茶産地推進事業費     7,362 万円→7,997 万円（635万円増額）
　ＪＡ静岡経済連から全国茶品評会への出品者数が示された結果、当初見込みよりも出品者数が
増加したため、出品者への補助金を増額。また、子隣地区の茶生産者が、産地パワーアップ事業
に新規採択され、国の補助を受ける見通しとなったため、事業費を増額。

■橋梁耐震補強事業費     1億430万円→1億7,030万円（6,600万円増額）
　国庫補助金の増額に伴い、城下橋、鹿島橋２橋の測量調査委託料を追加するとともに、城下
橋、金城橋２橋の耐震補強工事費を追加。

左から川勝知事、鈴木掛川市議会議長、
髙木袋井市議会議長、宮地病院長兼企業長
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Q

Q

A

A

A

新
エ
コ
ポ
リ
ス
工
業
団
地

第
３
期
地
区
の
進
捗
状
況
は

新
エ
コ
ポ
リ
ス
に
つ
い
て

は
、
合
併
前
の
平
成
７
年

に
、満
水
、東
山
口
と
掛
川
市
が「
ま

ち
づ
く
り
計
画
協
定
」
を
締
結
し

て
、
平
成
26
年
に
は
静
岡
県
よ
り

「
新
エ
コ
第
３
期
地
区
」
が
産
業
集

積
推
進
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

第
１
期
、
第
２
期
と
順
調
に
進
ん

で
き
た
。
市
と
し
て
積
極
的
に
第

３
期
工
業
団
地
を
進
め
る
こ
と
は

最
重
要
課
題
で
あ
る
が
、
企
業
誘

致
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
理
由
は

何
か
伺
う
。

民
間
開
発
事
業
者
を
探
し
て

い
る

新
エ
コ
ポ
リ
ス
第
３
期
に

つ
い
て
は
早
期
に
事
業
着

手
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
当
該

地
は
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど

の
強
み
を
活
か
せ
る
こ
と
か
ら
、

民
間
に
よ
る
工
業
用
地
開
発
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
民
間
開
発
事
業
者
を
探

し
て
い
ま
す
が
、
現
在
ま
で
見
つ

か
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
推
進
に
つ

い
て

公
用
車
等
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
設
置
は

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
映

り
込
ん
だ
映
像
等
の
掛
川
警

察
署
や
近
隣
警
察
署
と
の
取
り
扱

い
協
定
に
つ
い
て
伺
う
。

警
察
署
と
検
討
を
進
め
て
い

く

警
察
署
へ
の
映
像
提
供
に

つ
い
て
は
、
掛
川
市
と
警

察
署
と
の
相
互
協
力
に
よ
り
、
犯

罪
や
交
通
事
故
等
の
抑
止
及
び
発

生
し
た
場
合
の
早
期
解
決
が
図
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
映
像
提
供
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
も
、
警
察
署
と
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
等
に
お
け
る
情
報
収
集

を

無
人
航
空
機
ド
ロ
ー
ン
等

の
、
飛
行
を
制
限
す
る
条
例

を
制
定
す
る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

条
例
の
制
定
等
を
考
え
る

ド
ロ
ー
ン
の
利
用
に
は
、

航
空
法
や
小
型
無
人
機
等

飛
行
禁
止
法
な
ど
様
々
な
法
律
な

ど
に
よ
り
、
人
口
密
集
地
区
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
は
、
ド
ロ
ー

ン
の
飛
行
が
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
独
自

に
条
例
を
定
め
、
ド
ロ
ー
ン
の
使

用
禁
止
や
制
限
を
行
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ド
ロ
ー

ン
の
有
効
性
や
危
険
性
を
考
慮
し

た
う
え
で
、
公
園
や
キ
ャ
ン
プ
場

等
、
人
が
集
ま
る
場
所
で
の
利
用

に
つ
い
て
、
条
例
の
制
定
等
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
街
な
か
等
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

つ
い
て

至
誠
の
会

鷲
山
喜
久

創
世
会

松
本
　
均

一般質問

新エコポリス工業団地第３期造成予定地

ドローンで上空から災害
現場を撮影する訓練
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Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

解
体
・
除
去
支
援
制
度
の
創

設
は

空
き
家
解
体
は
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
安
全
性
の
向
上
を

目
的
と
す
る
補
助
を
利
用
し
て
い

る
。
今
後
は
昭
和
56
年
以
前
の
活

用
困
難
な
空
き
家
に
、
解
体
支
援

す
る
制
度
を
創
設
し
て
は
い
か
が

か
。調

査
研
究
を
行
い
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
検
討

所
有
者
の
責
務
と
し
て
除

去
を
主
眼
に
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
進
事
例

と
し
て
、
空
き
家
を
対
象
と
し
た

も
の
、
あ
る
い
は
、
空
き
家
と
な

る
前
の
未
然
防
止
と
し
て
解
体
・

除
去
を
支
援
す
る
補
助
制
度
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
調
査
研
究
を
行
い
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

解
体
・
除
去
後
の
固
定
資
産

税
の
住
宅
用
地
特
例
の
継
続

を

空
き
家
が
放
置
さ
れ
る
要

因
の
一
つ
に
、
解
体·

除
去

に
よ
る
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地

特
例
の
適
用
除
外
が
考
え
ら
れ
る
。

解
体
助
成
を
受
け
た
空
き
家
は
、

３
年
間
程
度
の
固
定
資
産
税
の
減

免
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

減
免
は
考
え
て
い
な
い

他
市
に
お
い
て
市
長
の
判

断
で
減
免
を
行
っ
て
い
る

事
例
も
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
固
定
資
産
税
は
財
産
税

で
あ
り
、
減
免
は
担
税
力
が
薄

弱
な
方
な
ど
に
限
り
適
用
さ
れ

る
救
済
措
置
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
の
で
、
減
免
に
つ
い
て
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

消
防
団
と
の
連
携
強
化
で
地

区
ご
と
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
防
災
行
動
計
画
）
作
成
を

西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
自

治
体
の
避
難
情
報
の
タ
イ

ミ
ン
グ
・
行
動
に
つ
な
が
る
伝
達

方
法
等
が
課
題
と
な
っ
た
。
今
後
、

作
成
す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
地

域
住
民
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て

参
画
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
と

の
連
携
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

地
域
と
消
防
団
が
連
携
し
て

検
討

豪
雨
災
害
で
は
、
消
防
団

と
地
域
が
連
携
、
協
力
を

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。
地
域
の

自
主
防
災
組
織
や
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
、
消
防
団
の
連
携

を
含
め
た
地
域
全
体
の
災
害
対

応
を
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
し
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

東
山
口
地
区
、
鈴
木
家
の
古

民
家
利
活
用
の
た
め
の
支
援

は

掛
川
の
偉
人
も
の
が
た
り

「
こ
の
人
に
学
び
た
い
」
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
、
鈴
木
理
一

郎
氏
の
生

家
を
古
民

家
と
し
て

利
活
用
す

る
た
め
に
、

検
討
研
究

会
が
発
足

し
た
。
鈴

木
家
へ
の

支
援
に
つ

い
て
伺
う
。

多
方
面
で
の
視
点
か
ら
支
援

を
行
う所

有
者
の
意
向
を
踏
ま
え

つ
つ
文
化
財
保
護
の
観
点

だ
け
で
な
く
、
情
報
発
信
や
産
業

振
興
、
空
き
家
活
用
な
ど
多
方
面

で
の
視
点
か
ら
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
を
想
定
し
た
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
、
行
政
と
し
て
可
能

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
使
途
に
つ
い
て

創
世
会

藤
原
正
光

共
に
創
る
掛
川

窪
野
愛
子

東山口伊達方、築170年余の「鈴木家」
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Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
事
業
を
伺
う

こ
の
定
期
予
防
接
種
事
業

は
平
成
26
年
10
月
か
ら
開

始
し
、
31
年
度
か
ら
は
接
種
対
象

者
が
65
歳
の
み
に
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

こ
の
間
の
全
国
的
な
接
種
率
は

40･

８
％
に
と
ど
ま
り
、
助
成
制

度
を
利
用
し
て
い
な
い
人
が
多
い
。

市
内
で
の
対
象
者
数
と
接
種
率
を

伺
う
。

接
種
率
は
定
期
が 

４４ 
・
７
％
、

任
意
が
４
・
８
％

平
成
26
年
度
か
ら
29
年
度

ま
で
の
定
期
接
種
対
象
者

数
は
２
万
５
，６
５
４
人
、
接
種

者
数
は
合
計
１
万
２
，８
７
６

人
で
す
。
接
種
率
は
定
期
が
４４
・

７
％
、
任
意
が
４
・
８
％
で
す
。

接
種
を
逃
し
た
方
々
へ
再
度

の
機
会
を

肺
炎
を
予
防
す
る
こ
と
は
、

高
齢
者
の
健
康
長
寿
の
延

伸
に
繋
が
る
の
み
な
ら
ず
国
保
の

医
療
費
削
減
に
寄
与
す
る
と
考
え

る
。

　

未
接
種
者
へ
の
再
度
の
機
会
を

与
え
る
考
え
は
。

今
後
の
公
費
助
成
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く

現
在
、
掛
川
市
は
肺
炎
罹

患
者
が
増
加
す
る
75
歳
以

上
を
対
象
と
し
て
、
定
期
接
種
の

年
齢
で
接
種
で
き
な
か
っ
た
方

に
対
し
て
も
、
任
意
予
防
接
種
の

公
費
助
成
を
１
回
分
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
31
年
度
以
降
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
や

定
期
接
種
率
が
４４
・
７
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
現
状
な
ど
を
踏
ま

え
て
今
後
の
公
費
助
成
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
吊
り
天
井
の

改
修
予
定
工
法
と
予
定
時
期

は

建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、

市
役
所
本
庁
舎
吊
り
天
井

の
大
地
震
時
の
落
下
可
能
性
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
落
下

対
策
の
方
法
と
改
修
予
定
時
期
を

伺
う
。

来
年
度
、
工
法
検
討
及
び
実

施
設
計
を
行
う

現
段
階
で
は
、
被
災
後
も

庁
舎
が
利
用
で
き
る
超
軽

量
天
井
工
法
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
来
年
度
、
工
法
検

討
及
び
実
施
設
計
を
行
い
、
そ
の

後
、
早
期
に
改
修
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

家
庭
教
育
の
父
親
参
加
の
推

進
を

家
族
愛
の
醸
成
に
は
父
親

の
関
わ
り
が
大
変
重
要
で

あ
る
。
教
育
委
員
会
主
導
の
父
親

親
学
講
座
や
企
業
と
連
携
し
た
父

親
対
象
の
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
父
親
世
代
の
家
庭

教
育
を
推
進
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

今
あ
る
学
習
機
会
を
活
か

し
、
情
報
発
信
を
し
て
い
く

掛
川
市
で
は
、
家
庭
教
育

支
援
員
や
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
に
、
幼
保
・
小
中
学
校
に
お

け
る
保
護
者
会
・
学
習
会
で
の
講

師
等
を
お
願
い
し
て
、
家
庭
教
育

を
考
え
る
機
会
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
幼
保
16
園
で
家

庭
教
育
学
級
を
運
営
し
て
、
保
護

者
が
子
育
て
を
学
び
、
保
護
者
同

士
の
親
交
を
深
め
る
機
会
づ
く
り

も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
あ
る
学
習

機
会
を
活
か
し
、
よ
り
多
く
の
父

親
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
も
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
情
報
発
信
を
し

て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
公
共
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

公
明
党
か
け
が
わ

山
本
行
男

創
世
会

嶺
岡
慎
悟

一般質問

市役所本庁舎の吊り天井

高齢者肺炎球菌ワクチ
ン予防接種をご希望の
方はこちらから
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Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
早
急
な
制

定
で
良
好
な
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
を

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
小
型

風
力
発
電
な
ど
は
、
適
切

な
規
制
等
を
早
急
に
設
け
、
環
境

や
景
観
な
ど

の
検
討
と
、

地
元
合
意
を

得
た
上
で
、

地
産
地
消
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
積
極

的
導
入
を
。

次
年
度
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公

表
し
て
い
く
予
定

野
立
て
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

設
置
規
制
に
つ
い
て
は
、

良
好
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、

国
や
県
の
動
向
を
反
映
さ
せ
、
今

年
度
中
に
骨
子
を
ま
と
め
、
次
年

度
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
て
い

く
予
定
で
す
。
小
型
風
力
発
電
な

ど
に
つ
い
て
も
現
在
見
直
し
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

市
民
に
寄
り
添
う
伴
走
型
の

生
活
困
窮
者
支
援
を

税
金
の
滞
納
に
伴
う
差
し

押
さ
え
や
国
保
保
険
証
の

取
り
上
げ
な
ど
滞
納
処
理
の
前
に
、

窓
口
に
専
門
職
を
配
置
し
て
、
生

活
の
困
窮
者
に
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
支
援
に
つ
な
げ
、
伴
走
型
支
援

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
が
相
談
し
や
す
い
体

制
、
適
切
な
申
請
受
付
に
心

が
け
る税

金
の
徴
収
は
納
税
者
間

の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ

と
を
第
一
の
目
的
と
し
、
法
令
を

遵
守
し
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮
者

支
援
に
つ
い
て
は
、
職
員
も
知
識

と
経
験
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
市

民
が
相
談
し
や
す
い
体
制
、
適

切
な
申
請
受
付
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
内
５
か
所
の
「
ふ

く
し
あ
」
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

総
合
支
援
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、

解
決
で
き
な
い
課
題
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
へ
繋
げ
る
仕
組
み
も

で
き
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
つ
い
て

通
学
時
の
荷
物
の
重
さ
と
安

全
対
策
を

「
荷
物
が
重
す
ぎ
る
」
と
、

子
ど
も
た
ち
の
体
へ
の
負

担
が
社
会
問
題
化
し
、
文
部
科
学

省
も
荷
物
の
重
さ
の
対
策
を
求
め

る
方
針
だ
が
、
掛
川
市
と
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
検
討
し
て
い

る
か
伺
う
。

文
部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ
た

方
針
に
沿
っ
て
各
校
に
指
導

持
ち
帰
り
の
荷
物
が
重
く

な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、

実
技
教
科
の
教
科
書
等
を
学
校
に

置
い
て
い
く
こ
と
を
認
め
た
り
、

中
学
校
で
は
何
を
置
い
て
、
何
を

持
ち
帰
る
か
に
つ
い
て
学
習
委
員

会
等
で
検
討
し
、
生
徒
が
主
体
的

に
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
で
、
児

童
生
徒
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
児
童
生
徒
の
登
下

校
に
過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
文
部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ
た

方
針
に
沿
っ
て
各
校
に
指
導
し
て

い
き
ま
す
。

葛
の
ま
ち
掛
川
と
し
て
の
取

り
組
み
を
伺
う

掛
川
の
葛
布
の
伝
統
を
守

る
た
め
の
、
今
後
の
展
開

を
伺
う
。

葛
布
の
周
知
に
力
を
い
れ
て

い
く

現
在
、
葛
布
の
新
し
い
活

用
方
法
や
デ
ザ
イ
ン
、
担

い
手
発
掘
に
つ
い
て
多
摩
美
術
大

学
な
ど
と
、
協
同
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
葛
布
の
文
化
や

技
術
を
含
め
た
情
報
を
発
信
す
る

た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
公
開
す
る

予
定
で
あ
り
、
掛
川
市
の
伝
統
産

業
と
し
て
の
葛
布
の
周
知
に
力
を

い
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
掛

川
手
織
葛
布
」
で
国
の
伝
統
的
工

芸
品
の
指
定
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
原
子
力
防
災
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

勝
川
志
保
子

共
に
創
る
掛
川

藤
澤
恭
子

葛を利用した手提げ
バッグ、草履、帯

広がりの期待される農地でのソーラー
パネル設置（市内水田でのソーラーシェアリング）
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Q

Q

Q

A

A

A

市
内
小
学
校
校
舎
の
老
朽
化

等
、
緊
急
課
題
へ
の
対
応
を

伺
う

建
築
年
数
が
50
年
以
上
経

過
し
て
い
る
校
舎
の
老
朽

化
が
進
み
、
市
内
小
学
校
で
は
外

壁
の
剥
離
等
、
緊
急
対
応
を
要
す

る
課
題
に
加
え
、
児
童
数
急
増
に

よ
る
教
室
数
不
足
も
課
題
で
あ

る
。
学
校

再
配
置
計

画
と
併
せ

た
こ
れ
ら

の
課
題
へ

の
今
後
の

対
応
を
伺

う
。実

情
を
踏
ま
え
検
討

緊
急
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
状
況
を
確
認
し
て
、

早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
は
修
繕
工
事
に
よ
り
対
応

し
ま
す
。
ま
た
、
教
室
が
不
足
す

る
場
合
は
、
既
存
施
設
の
教
室
改

造
や
、
敷
地
内
に
教
室
等
を
新
設

し
対
応
し
ま
す
。
市
内
の
小
中
学

校
の
在
り
方
や
方
針
に
つ
い
て

は
、
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
及
び

小
中
一
貫
校
や
学
童
保
育
等
も
含

め
た
学
校
施
設
の
複
合
化
な
ど
、

各
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
検
討

し
、
来
年
度
か
ら
新
た
な
計
画
を

立
て
て
い
き
ま
す
。

掛
川
市
の
新
た
な
転
入
人
口

増
加
策
を
伺
う

東
京
女
子
医
科
大
学
で
は

最
先
端
医
療
で
あ
る
ゲ
ノ

ム
医
療
の
研
究
、
診
療
が
進
ん
で

い
る
。
県
、
国
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ

し
掛
川
市
を
学
術
研
究
都
市
と
し

て
戦
略
的
に
進
め
る
構
想
は
な
い

か
伺
う
。

研
究
機
関
と
事
業
を
行
う
中

で
模
索
し
て
い
く

掛
川
市
で
は
、
東
京
女
子

医
科
大
学
に
限
ら
ず
、
東

北
大
学
、
東
京
工
業
大
学
な
ど
の

高
等
教
育
機
関
と
の
共
同
研
究
へ

協
力
し
て
き
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
は
、
学
術
研
究
都
市
の
構
想
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
先
端
の
研
究

機
関
と
事
業
を
行
う
中
で
模
索
し

て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
社
会
的
弱
者
へ
の
熱
中
症
予
防
と
な

る
環
境
整
備
に
つ
い
て

市
民
に
よ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
は

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
市
民
が
市
へ
の
愛

着
心
を
も
ち
、
そ
の
魅
力
を
市
外

の
人
々
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
交

流
人
口
の
増
加
、
掛
川
市
へ
の
移

住
定
住
の
促
進
、
産
業
の
活
性
化

に
繋
げ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
を

達
成
す
る
に
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
理
解
と
情
報
発
信
が
必
須
で

あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
市
民
に

理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
手
立
て
を
伺
う
。

掛
川
に
愛
着
の
あ
る
市
民
を

増
や
し
て
い
く

市
民
が
掛
川
を
知
り
、
さ

ら
に
愛
着
を
も
っ
て
も
ら

う
た
め
、
こ
れ
ま
で
、
掛
川
市
の

良
さ
を
伝
え
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
サ
イ
ト
「
掛
川
物
語
」
の

立
ち
上
げ
や
、魅
力
動
画
の
作
成
、

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
、

さ
ら
に
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
開
設
や
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
通
信
の
発
行
、
若
者
子
育

て
世
代
を
意
識
し
た
広
報
か
け
が

わ
の
充
実
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
市
民
協
働
会
議
を
中

心
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

等
の
派
遣
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
通
信
を
さ
ら
に
見
て
も
ら

え
る
よ
う
な
工
夫
を
す
る
な
ど
し

て
、
掛
川
に
愛
着
を
持
つ
市
民
を

増
や
し
て
い
き
ま
す
。

創
世
会

小
沼
秀
朗

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

一般質問

外壁が剥離する西山口小学校

シティプロモーションサイト
「掛川物語」はこちらから
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■賛否の分かれた議案 （賛成多数で可決・認定)　※議長（鈴木正治）は、表決には参加しません
創 世 会 共に 創る掛川 至

＊
志
＊
公
＊
共
＊

鈴
木
正
治

藤
原
正
光

嶺
岡
慎
悟

寺
田
幸
弘

榛
村
航
一

松
本
　
均

大
石
　
勇

小
沼
秀
朗

野
口
安
男

山
本
裕
三

二
村
禮
一

鈴
木
久
裕

松
浦
昌
巳

富
田
ま
ゆ
み

藤
澤
恭
子

窪
野
愛
子

榛
葉
正
樹

鷲
山
喜
久

草
賀
章
𠮷

山
本
行
男

勝
川
志
保
子
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平成30年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計補正予算
（第１号）について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

平成30年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第１号）に
ついて ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

市営住宅明渡し等請求事件の提訴について（議案第73号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

市営住宅不正入居者への明渡し等請求事件の提訴について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

再開発住宅不正入居者への明渡し等請求事件の提訴に
ついて ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

平成29年度掛川市一般会計歳入歳出決算の認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

平成29年度掛川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

平成29年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出
決算の認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

平成29年度掛川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

平成29年度掛川市公共用地取得特別会計歳入歳出決算の
認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

平成29年度掛川駅周辺施設管理特別会計歳入歳出決算の
認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

平成29年度掛川市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
の認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

平成29年度掛川市水道事業会計決算の認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

■賛否の分かれた議案 （賛成少数で不採択）文教厚生委員会の中で審査  ※文教厚生委員長（松本 均）は、表決には参加しません
「幼稚園、小中学校へのエアコン設置に対して必要な財政
措置を求める意見書」採択の陳情書について - - × - × - - × - - - - - × - × - - - ◯

＊至▶至誠の会   　志▶志誠会　   公▶公明党かけがわ  　 共▶日本共産党

予
算

平成30年度掛川駅周辺施設管理特別会計補
正予算（第１号）について
　掛川駅北口サンクン広場に設置されている
排水ポンプが、経年劣化に伴い故障が続いた
ため更新

条
例

掛川市手数料条例の一部改正について
　建築基準法の一部改正に伴い、新たに追加
される審査事務に係る手数料を新設

決
　
　
算

平成29年度掛川市簡易水道特別会計歳入歳
出決算の認定について

平成29年度掛川市農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

平成29年度掛川市浄化槽市町村設置推進事
業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度上西郷財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

平成29年度桜木財産区特別会計歳入歳出決
算の認定について

平成29年度東山財産区特別会計歳入歳出決
算の認定について

平成29年度佐束財産区特別会計歳入歳出決
算の認定について

報
告

健全化判断比率の報告について

資金不足比率の報告について

議
発

「ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書」の
提出について

人
事

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について

そ
の
他

市営住宅明渡し等請求事件の提訴について
（議案第74号）
　市営住宅の家賃等を長期間滞納し、かつ、
居住実態がない者に対し、住宅の明渡し並び
に滞納家賃、共益費及び損害賠償金の支払い
請求の訴えを提起
掛川市道路線の認定について
　宅地造成に伴う新設道路の路線認定。道神
橋通り線支線、南大門支線、梅ヶ谷橋南方ノ橋
線、梅ヶ谷橋南方ノ橋支線の４路線。

平成29年度掛川市水道事業会計剰余金の処
分について

9月定例会における議案一覧9月定例会における議案一覧9月定例会における議案一覧
■全会一致で可決・認定・受理・同意

議員名

議案名
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